令和８年度高等学校等教育改革推進業務公募型プロポーザル
質問回答書

【７月10日受付分】
	番号
	質問事項
	回答

	1
	2(2)
各先導拠点校に対して、より具体的で効果的なご支援を提案したいと考えております。県立黒沢尻工業高等学校については、文部科学省の改革先導拠点の取組例として、テーマや目指す人材像、主な取組、成果指標、連携機関が紹介されており、大変参考になりました。県立盛岡農業高等学校についても、同様の観点から改革の構想を理解したく、差し支えない範囲で、①テーマ・目指す人材像、②主な取組内容、③成果指標（KPI）、④主な連携機関、⑤現時点の進捗、についてご教示いただけますと幸いです。
	盛岡農業高校の取組内容について、以下のとおり示します。
①デジタル技術を活用したスマート農業の担い手「農業DX人材」の育成拠点の形成
②DX・AI・IoTを統合したデータ駆動型の農地管理体制を構築（スマートグリーンハウス、各種スマート農機の整備）
③大学理系学部進学者数、スマート農業設備の地域開放実績、県内農業科教員向け研修受講率　等
④大学、各種農業法人、研究機関　等
⑤推進体制の構築に着手（今後、ロードマップの作成に着手

	2
	2(2)
仕様書に記載の一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォームの「高校魅力化評価システム」について、岩手県立高校では令和4年度から全県的に導入されているものと認識しております。
本業務においては、県が既に契約・導入している利用環境を継続して使用する想定でしょうか。
それとも、受託者において新たに利用申込み、アカウント発行その他の手続を行い、当該システムの利用料を委託費に含める必要がありますでしょうか。
あわせて、システム提供者との連絡・調整を行う主体についてもご教示ください。
	本県では、令和６年度まで「高校魅力化評価システム」を全県に導入しておりましたが、現在は導入しておりません。
先導拠点校への「高校魅力化評価システム」の導入経費、システム提供者との連絡・調整についても、本業務に含まれます。

	3
	2(3)
予算額4,906千円（税込）の想定について、先導拠点校に配置する高校改革支援員2名の人件費は本委託費に含むのか県が別途負担するのか。
	高校改革支援員については、別途、県において任用するものですので、本業務には含みません。



